






















































































































































































































































































































































































































































































































































































1) 2008『古今和歌集 新古今和歌集』小学館 P.33 
2) 2008『古今和歌集 新古今和歌集』小学館 P.138 
3) 2006『歌論集』小学館 P.486 
4) 2008『古今和歌集 新古今和歌集』小学館 P.195-197 
5) 2008『古今和歌集 新古今和歌集』小学館 P.35 
6) 堀田善衛 1986『定家明月記私抄』新潮社 P.88 
7) 久保田淳訳注 1985『藤原定家全歌集上巻』河出書房新社 P.377  
8) 堀田善衛 1986『定家明月記私抄』新潮社 P.153 
9) 2008『古今和歌集 新古今和歌集』小学館 P.116 
10) 2005『あらすじで読む名作能 50』世界文化社 P.62 
 
【参考文献】 
戸田勝久 2006『武野紹鴎 茶と文芸』中央公論美術出版 
 
(2015 年 5 月 30 日、生活美学研究所第 1回定例研究会における講演に基く) 
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武庫川女子大学文学部教授 管   宗 次 
 
喫茶の伝来と流布に大きく預かったのは、当時中国でも流行の禅宗であったため、
五山の漢詩漢文が文化的文学的な喫茶の世界や理論をつくったことは知られている
が、和歌は果たしていかようにいつ頃から喫茶に関わったのであろうか。室町幕府は
茶・連歌・能楽・禅を重用したのは公家の家学に属せぬ新たな文化であるからである。
茶道も公家衆の嗜むにあたり、公家文化・武家文化の両様が和歌でなされ、和歌伝書
の基本理論が転用されている。 
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